
 

 

 

 

 

 

 

 

日頃から、市政運営にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

このたび、「子ども・子育て支援事業計画（令和７～11 年度）」をはじめ市の子育て支援施策や子

どもの育成支援の方向性を示す「白河市こども計画」の策定を進めています。そこで、子育て家庭

の生活状況を伺うとともに、市の子育て支援施策等に対する保護者の皆様のご意見・ご要望をうか

がい、計画に反映させるため、アンケート調査を実施いたします。 

本調査は、就学前のお子さんのいらっしゃるご家庭を対象に実施します。（両方いらっしゃるご

家庭も含みます。） 

なお、回答いただいた内容は、回答者個人が特定されることのないよう統計的に処理し、市の計

画及び事業実施にのみ利用させていただきます。 

市のこれからの子ども・子育て支援施策を検討するための重要な調査であり、貴重な御意見をい

ただきたく、期日までにご回答いただけますよう、ご協力をお願い申し上げます。 

 

令和６年２月 白河市 

 

【ご回答の方法】 

１．宛名のお子さんの保護者がご回答ください。 

２．この調査は無記名です。アンケートに回答することで、個人が特定されることはありま

せん。 

３．設問によって１つ選ぶ場合とあてはまる番号をすべて選ぶ場合がありますので、設

問を読んで、該当する番号に○をつけてください。 

４．答えたくない問がありましたら、答えずに次に進んでください。 

５．記入した調査票は、令和６年○月○日（○）までに返送してください。 

 

 

 

お問い合わせはこちら 

白河市 保健福祉部 こども未来室 こども支援課 子育て連携係 

電 話：０２４８－２８－５５２２ 

ＦＡＸ：０２４８－２３－１２５５ 

就学前児童保護者様 

子育て家庭と子どもの生活状況等アンケート調査 

ご協力のお願い（案） 
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宛名のお子さんとご家族の状況について 

問１ お住まいの地区は次のうちどちらですか。（１つに○） 

１．白河第一小学校区 ２．白河第二小学校区 ３．白河第三小学校区 

４．白河第四小学校区 ５．白河第五小学校区 ６．小田川小学校区 

７．五箇小学校区 ８．関辺小学校区 ９．みさか小学校区 

10．表郷小学校区 11．大信小学校区 12．釜子小学校区 

13．小野田小学校区   

問２ 宛名のお子さんの年齢（令和５年４月１日現在）をお答えください。（１つに○） 

１．０歳 ２．１歳 ３．２歳 

４．３歳 ５．４歳 ６．５歳 

問３ この調査にご回答いただく方はどなたですか。（１つに○） 

１．母親 ２．父親 ３．その他（      ） 

問４ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方をお答えください。（１つに○） 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 

４．主に祖父母 ５．その他（        ）  

問５ お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単身赴任中

の方や学業のために世帯を離れているお子さんがいらっしゃる場合には、ご家族の人数に含め

て教えてください。（ａ～ｈそれぞれについて、１つに○） 

ａ）祖母 ｂ）祖父 ｃ）母親 ｄ）父親 
ｈ）合計 

（あなたや対象のお子さんを含む） 

１．いる 

２．いない 

１．いる 

２．いない 

１．いる 

２．いない 

 

１．いる 

２．いない 

 

１．２人 

２．３人 

３．４人 

４．５人 

５．６人 

６．７人 

７．８人 

８．９人 

９．10人以上 

ｅ）姉・兄 
対象のお子さん 

（本人） 
ｆ）妹・弟 ｇ）その他 

１．いない 

２．１人 

３．２人 

４．３人 

５．４人以上 

 

1 人 

１．いない 

２．１人 

３．２人 

４．３人 

５．４人以上 

上 

 

１．いる 

２．いない 

 

 

問６ お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。（１つに○） 

１．結婚している（再婚や事実婚を含む。） 

３．死別 

５．わからない 

２．離婚 

４．未婚 

６．いない 
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問７ 前問で「２．離婚」を選んだ場合、離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。 

また、養育費を現在受け取っていますか。（１つに○） 

１．取り決めをしており、受け取っている 

２．特に取り決めはしていないが、受け取っている 

３．取り決めをしているが、受け取っていない 

４．取り決めをしておらず、受け取っていない 

問８ お子さんと同居しているご家族の中に、高齢であったり障がいがあったりするなど、介護が必

要な方はいますか。（１つに○）  

１．いる ２．いない 

問９ 前問で「１．いる」を選んだ場合、あなたは主な介護者ですか。また、負担は大きいですか。

（１つに○） 

１．主な介護者で、負担が大きい 

２．主な介護者だが、負担は大きくない 

３．主な介護者ではないが、負担が大きい 

４．主な介護者ではなく、負担も大きくない 

問１０ 保護者の方が卒業・修了した学校をお答えください。（１つに○） 

卒業・修了した学校 母親 父親 

中学 １ １ 

高校 ２ ２ 

５年制の高等専門学校 ３ ３ 

短大・専門学校 ４ ４ 

大学 ５ ５ 

大学院 ６ ６ 

わからない ７ ７ 

 

 

保護者の就労状況・職場の両立支援について 

問１１ お子さんの保護者の方の就労状況について、あてはまるものを回答してください。（１つに○） 

就労状況 母親 父親 

正社員・正規職員・会社役員 １ １ 

嘱託・契約社員・派遣職員 ２ ２ 

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 ３ ３ 

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。) ４ ４ 

働いていない（専業主婦／主夫を含む。） ５ ５ 

わからない ６ ６ 
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問１２ 前問で「５ 働いていない」と答えた場合、働いていない主な理由を教えてください。（１つ

に○） 

働いていない主な理由 母親 父親 

働きたいが、希望する条件の仕事がないため １ １ 

子育てを優先したいため ２ ２ 

家族の介護・介助のため ３ ３ 

自分の病気や障害のため ４ ４ 

通学しているため ５ ５ 

働きたくないから ６ ６ 

その他の理由（                 ） ７ ７ 
 

【問 13 は問 11で「１」～「４」を回答された方に、就労状況・育児休業取得状況についてうかがい

ます。】 

問１３ 普段の就労時間帯について、最も多いパターンはどれですか。（１つに○） 

就労時間帯 母親 父親 

主に昼間の就労 １ １ 

主に夜間の就労 ２ ２ 

昼間・夜間の就労、いずれもある ３ ３ 

問１４ 宛名のお子さんが生まれたとき、育児休業を取得しましたか。（１つに○） 

育児休業取得 母親 父親 

働いていなかった １ １ 

取得した ２ ２ 

現在取得中である ３ ３ 

取得していない、または取得する必要がなかった ４ ４ 

取得したかったが、取得できなかった ５ ５ 
 

【問 14 で「２」を選んだ方にうかがいます。】 

問１５ 育児休業後、職場に復帰しましたか。（１つに○） 

育児休業後の職場復帰 母親 父親 

希望するタイミングで復帰した １ １ 

希望するタイミングよりも早く復帰した ２ ２ 

希望するタイミングよりも遅く復帰した ３ ３ 

育児休業中に離職した ３ ３ 
 

【問 15 で「１～３」を選んだ方にうかがいます。】 

問１６ 職場に復帰した際、短時間勤務制度を利用しましたか。（１つに○） 

短時間勤務制度 母親 父親 

利用しなかった １ １ 

利用したかったが、利用できなかった ２ ２ 

利用した ３ ３ 
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問１７ 育児休業給付※１、保険料免除※２について知っていましたか。（１つに○） 

育児休業給付・保育料免除 母親 父親 

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた １ １ 

育児休業給付のみ知っていた ２ ２ 

保険料免除のみ知っていた ３ ３ 

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった ４ ４ 

※１ 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み（一定の要件を満たす場合は１歳６か月） 

※２ 子どもが満３歳になるまでの育児休業等の期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除

になる仕組み 

問１８ お子さんが１歳になった時に必ず利用できる保育サービスがあれば、１歳になるまで育児休

業を取得しますか。またはしましたか。（１つに○） 

 母親 父親 

１歳になるまで育児休業を取得したい １ １ 

１歳になる前に職場に復帰したい ２ ２ 

問１９ 現在働いている方にうかがいます。あなたの職場についてお答えください。（１つに○） 

 はい いいえ 

子育て中の職員に職場・上司の理解があると思いますか １ ２ 

出産や育児が仕事を続けることやキャリアの障害になってい

ると感じますか。 
１ ２ 

休暇はとりやすいですか。 １ ２ 
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宛名のお子さんの「定期的な」教育・保育の利用状況について 

問２０ 利用している教育・保育事業がある方にうかがいます。宛名のお子さんは、①現在「定期的

に」以下の事業を利用していますか。また、②今後は「定期的に」利用したいですか。（それぞ

れあてはまるものすべてに○） 

教育・保育事業 

 

①現在 ②今後の利用希望 

 

利
用
し
て
い
る 

 

利
用
し
て
い
な
い 

平
日 

お
子
さ
ん
の
長
期

休
暇
期
間
中 

土
曜
日 

日
曜
・
祝
日 

１．市立幼稚園（通常の就園時間の利用） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

２．私立幼稚園（通常の就園時間の利用） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

３．市立幼稚園の預かり保育（通常の就園時間

を延長して預かる事業のうち定期的な利

用のみ） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

４．私立幼稚園の預かり保育（通常の就園時間

を延長して預かる事業のうち定期的な利

用のみ） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

５．市立保育園 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

６．私立保育園 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７．認定こども園（幼稚園機能） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

８．認定こども園（保育施設機能） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

９．小規模保育施設（国が定める最低基準に適

合した施設で市町村の認可を受けた定員

が概ね６～19 人のもの） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

10．事業所内保育施設（職場内保育所、企業主

導型保育事業） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

11．認可外保育施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

12．ファミリーサポートセンター（地域住民が

子どもを預かる事業） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

13．その他（          ） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

＜教育・保育事業の説明＞ 

幼稚園の預かり保育 通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ 

認可保育所 国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた定員 20 人

以上のもの 

認定こども園 幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設 

小規模な保育施設 国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員概ね６～19

人のもの 

家庭的保育 保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業 

事業所内保育施設 企業が主に従業員用に運営する施設 

居宅訪問型保育 ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業 

ファミリー・サポート・センター 地域住民が子どもを預かる事業 
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問２１ 利用に当たって要望・改善してほしいところがあればお書き下さい。 

 

【問 20 で現在利用している教育・保育事業がない方にうかがいます。】 

問２２ 教育・保育事業を利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、保護者がお子さんをみている等） 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、保育・教育の定員に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、質や場所など、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため、成長したら利用したい 

９．その他（                                 ） 

 

【問 20 で１つでも「２～５」を選んだ方にうかがいます。】 

問２３ 教育・保育事業を利用したい場所をお答えください。（１つに〇） 

１．白河市内 ２．白河市以外 

 

宛名のお子さんの「不定期な」教育・保育の利用状況について 

問２４ 宛名のお子さんについて、今後「不定期に」利用したい一時預かり事業はありますか。（あて

はまるものすべてに○） 

１．一時預かり ２．幼稚園の預かり保育 

３．ファミリー・サポート・センター ４．ベビーシッター 

５．夜間養護等事業：トワイライトステイ ６．ショートステイ  

７．その他（             ） ８．利用するつもりはない 

 

＜教育・保育事業の説明＞※市で実施していない事業も含みます 

一時預かり 私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業 

トワイライトステイ 児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業 
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【問 24 で「８」を選んだ方にうかがいます。】 

問２５ 一時預かり事業の利用を希望しない理由は何ですか。（１つに〇） 

１．利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、保護者がお子さんをみている等） 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、保育・教育の定員に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、質や場所など、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため、成長したら利用したい 

９．その他（                                 ） 

問２６ 国が検討している「こども誰でも通園制度（仮称）（※）」が創設された場合、仮に月１０時間

まで定期的に利用が可能だとしたら、利用したいと思いますか。（１つに○） 

※サービスの利用に当たっては、一定の利用料が発生する場合があります。 

１．利用したい ２．利用する予定はない 

 

※「こども誰でも通園制度（仮称）」 

  普段、保育所や幼稚園等を利用していない未就園児を、月一定時間までの利用可能枠の中で、

就労要件を問わず、保育所等で定期的に預かることで、時間単位等で柔軟に利用できる新たな

通園制度です。 

 

宛名のお子さんの地域子育て支援拠点事業の利用状況について 

問２７ 現在、市では地域子育て支援拠点事業を行っています。これらの取組を知っていましたか。

また、利用したことがありますか。（それぞれあてはまるもの１つに○） 

 
利用したこと

がある 

聞いたことは
あるが、利用し
たことはない 

知らなかった 

① 母親(父親)学級、両親学級、育児学級 １ ２ ３ 

② 保健センターの情報・相談事業 １ ２ ３ 

③ 家庭教育に関する学級・講座 １ ２ ３ 

④ 教育相談センター・教育相談室 １ ２ ３ 

⑤ 子ども家庭総合支援拠点 １ ２ ３ 

⑥ 地域子育て支援センター １ ２ ３ 
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宛名のお子さんの病気の際の対応について 

問２８ お子さんが病気やけがで通園できない場合に、どのような事業を利用したいと思いますか。

（あてはまるものすべてに〇） 

１．小児科に併設した施設で保育する事業（病児保育） 

２．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等） 

３．その他（                                 ） 

４．利用したいと思わない 

※病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要

となります。 
 

【問 28 で「１～３」を選んだ方にうかがいます。】 

問２９ 事業の利用を希望する理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない 

２．仕事の都合で休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない 

４．その他（                                ） 

 

【問 29 で「１～３」を選んだ方にうかがいます。】 

問２９-１ 利用にあたって希望することがあれば記入して下さい。 

 

【問 28 で「４．利用したいと思わない」を選んだ方にうかがいます。】 

問３０ 利用したいと思わない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 

２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間、日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                                  ） 
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（宛名のお子さんが５歳以上である方） 

小学校就学後の放課後の過ごし方について 

問３１ 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）の内は、平日の学校終了後（放課後）

や土曜日、日曜・祝日にどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（それぞれあてはまるも

のすべてに○） 

場所 放課後 土曜日 
日曜・祝

日 

１．自宅 １ ２ ３ 

２．祖父母宅や友人・知人宅 １ ２ ３ 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） １ ２ ３ 

４．放課後子ども教室※ １ ２ ３ 

５．放課後児童クラブ（学童保育） １ ２ ３ 

６．ファミリー・サポート・センター １ ２ ３ 

７．その他（                  ） １ ２ ３ 

※ 地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館等で学習・スポーツ・文化芸術活動などを体

験する取組です。保護者の就労の有無にかかわらず、すべての小学生が利用できます。 

 

お子さんとの関わり方・家庭でのことなどについて 

問３２ 次のようなことにどれくらい当てはまりますか。（それぞれあてはまるもの 1 つに○） 

お子さんとの関わり方 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

１．テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを 

決めている 
１ ２ ３ ４ 

２．子どもに本や新聞を読むように勧めている １ ２ ３ ４ 

３．子どもが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた １ ２ ３ ４ 

４．子どもから、勉強や成績のことについて話をしてくれる １ ２ ３ ４ 
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問３３ あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（それぞれあてはまるもの 1つに○） 

参加していること 

よ
く
参
加
し
て
い
る 

と
き
ど
き
参
加
し
て
い
る 

あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い 

１．授業参観や運動会などの学校行事への参加 １ ２ ３ ４ 

２．ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアな

どへの参加 
１ ２ ３ ４ 

３．地域の行事などへの参加 １ ２ ３ ４ 

問３４ 子育てをする上で、あなたが大変だと感じていること、悩んでいることを選んでください。

（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもの健康管理・食生活 

３．子どもと過ごす時間の確保 

５．生活習慣や勉強を教えること 

７．子どもの送迎・交通費の負担 

９．子どもの意欲の維持・向上 

11．子どもの友人関係  

13．配偶者の無関心・非協力 

15．自分がほっとする時間がない 

17．職場の理解が少ない 

19．生活費の確保 

21．修学旅行・部活の遠征費等の確保 

23．特にない 

２．子どもの発達 

４．子どものしつけが難しいこと 

６．学習習慣の定着・学力の向上 

８．子どもの受験・進学 

10．子どもの将来の就職 

12．一人で子育てしている孤立感 

14．仕事と子育ての両立 

16．地域の理解が少ない 

18．相談相手・相談先がない 

20．教育費の確保 

22．将来の進学のための学費の貯金等 

24．その他（具体的に：          ） 
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問３５ あなたは次にあげる事柄で頼れる人はいますか。（ａ～ｄそれぞれについて、１～３の１つに

○）また、「１ 頼れる人がいる」場合、それはだれですか。(①～⑦のあてはまるものすべてに

○) 

  
ａ）子育てに

関する相談 

ｂ)急な預かり ｃ）重要な事

柄の相談 

ｄ）いざという時

のお金の援助 

頼れる人がいる １ １ １ １ 

  

家族・親族  ①  ①  ①  ① 

友人・知人 ② ② ② ② 

近所の人 ③ ③ ③ ③ 

職場の人 ④ ④ ④ ④ 

民生委員・児童委員 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 

相談・支援機関や福祉

の人 
⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

その他 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 

いない ２ ２ ２ ２ 

そのことでは人に頼らない ３ ３ ３ ３ 

問３６ お子さんは将来、どの学校まで進学すると思いますか。（１つに○） 

１．中学校 ２．高校 

３．短大・専門学校 ４．大学 

５．大学院 ６．その他.（             ） 

７．まだわからない  

問３７ 前問で１～６と答えた場合、その理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもがそう希望しているから 

３．子どもの学力から考えて 

５．その他（             ） 

２．一般的な進路だと思うから 

４．家庭の経済的な状況から考えて 

６．特に理由はない 

問３８ あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（１つに○） 

１．大変ゆとりがある ２．ゆとりがある ３．ふつう 

４．苦しい ５．大変苦しい  
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問３９ 令和５年（2023年１月～12月）のあなたの世帯全体の可処分所得（手取り）総額は、合計で

およそいくらですか。就労による所得（会社員の方等は住民税を引く）に加え、児童手当・児

童扶養手当等・雇用保険等の支給額や、親族等からの仕送り等を足した金額でお答えください。

（１つに○） 

※就労による可処分所得（手取り）  ＋  児童手当等の支給額等（年間分）をお答えください。 

１．120 万円未満 ２．120～175 万円未満 ３．175～210 万円未満 

４．210～245 万円未満 ５．245～275 万円未満 ６．275～300 万円未満 

７．300～325 万円未満 ８．325～345 万円未満 ９．345～365 万円未満 

10．365～385 万円未満 11．385～400 万円未満 12．400～550 万円未満 

13．550～700 万円未満 14．700 万円以上  

問４０ あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えない

ことがありましたか。ただし、嗜好品（たばこ・お酒等）は含みません。（１つに○） 

１．よくあった ２．ときどきあった ３．まれにあった ４．まったくなかった 

問４１ あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えない

ことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。（１つに○） 

１．よくあった ２．ときどきあった ３．まれにあった ４．まったくなかった 

問４２ あなたの世帯では、過去１年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いになった

ことがありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

１．電気料金 ２．ガス料金 ３．水道料金 ４．あてはまるものはない 

問４３ 次のもののうち、経済的理由のためにあなたの世帯にないものはありますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．子どもの年齢に合った本 

３．子ども用のスポーツ用品・おもちゃ 

５．子どもが自宅で宿題をできる場所 

７．洗濯機 

９．炊飯器 

11．掃除機 

13．暖房機器 

15．冷房機器 

17．あてはまるものはない 

２．電子レンジ 

４．電話（固定電話・携帯電話を含む） 

６．インターネットにつながるパソコン 

８．新聞の定期購読（インターネット含む） 

10．世帯専用のおふろ 

12．世帯人数分のベッドまたは布団 

14．急な出費のための貯金（５万円以上） 

16．テレビ 
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問４４ 次の質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。（１～６それぞれに

ついて、１つに○) 

 

い
つ
も 

た
い
て
い 

と
き
ど
き 

少
し
だ
け 

ま
っ
た
く 

な
い 

１．神経過敏に感じた １ ２ ３ ４ ５ 

２．絶望的だと感じた １ ２ ３ ４ ５ 

３．そわそわ、落ち着かなく感じた １ ２ ３ ４ ５ 

４．気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れ

ないように感じた 
１ ２ ３ ４ ５ 

５．何をするのも面倒だと感じた １ ２ ３ ４ ５ 

６．自分は価値のない人間だと感じた １ ２ ３ ４ ５ 

問４５ 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「０」（まったく満足し

ていないから「１０」（十分に満足している）の数字で答えてください。（１つに○） 

０：まったく満足していない   １０：十分に満足している 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

 
 

子どもの育ちを取り巻く環境について 

問４６ お住まいのことについてお聞きします。（１つに○） 

１．持ち家（戸建て・マンション） ２．賃貸等 

【問 46 で「２」を選んだ方にうかがいます。】 

問４７ 今後、持ち家を持つ予定はありますか。（１つに○） 

１．ある ２．ない 

【問 47 で「１」を選んだ方にうかがいます。】 

問４８ どこを希望しますか。その理由をお聞かせ下さい。（１つに○） 

１．市内 

（理由：                ） 

２．市外 

（理由：                ） 

問４９ 理想の子ども数と予定の子ども数は何人ですか。（□に記入） 

理 想     人  予 定      人  
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【問 49 の理想の子ども数と予定の子ども数が異なる方にうかがいます。】 

問５０ 理想と予定の子ども数が異なる主な理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．妊活できない ２．仕事ができなくなる 

３．忙しい ４．子育てや教育にお金がかかる 

５．金銭的に不可能 ６．その他（              ） 

問５１ 白河市で子育てを続けたいと思いますか。（１つに○）「２．いいえ」を選んだ方は理由をお

書きください。 

１．はい 

２．いいえ（理由：                        ） 

問５２ お子さんにも白河市に住んでほしいと思いますか。（１つに○）「２．いいえ」を選んだ方は

理由をお書きください。 

１．はい 

２．いいえ（理由：                        ） 

問５３ 今後、充実を希望する子育て支援サービスは何ですか。（あてはまるもの５つまでに○） 

１．職場環境の整備について企業へ働きかけ 

３．再就職のための支援 

５．同じ悩みを持つ人の交流の場の創設 

７．病気や障がいなどへの専門的な支援 

９．子育て支援情報の充実 

11．子どもの就学に係る費用の軽減 

13．学習支援の充実 

15．一時的に必要な資金の貸与 

17．その他（具体的に：         

２．育児休業後の職場復帰の支援 

４．悩みを相談できる支援体制の充実 

６．地域の人や民間支援団体による支援 

８．男性の育児・家事参加の意識啓発 

10．子どもの医療費の軽減の充実 

12．子どもの塾代・受験料への支援 

14．子ども食堂の充実 

16．公営住宅の整備など住宅確保のための支援 

            ） 

問５４ あなたは、子どもに関する施策等の情報を、今後、どういう方法で受け取りたいですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

１．市の広報誌 

３．ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、ツイッターなど） 

５．園からのメール 

７．その他（具体的に：         ） 

２．市のホームページ 

４．学校からのお便り（紙のもの） 

６．家族や友人からの情報 

８．受け取る必要はない 
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問５５ 市の子育てについて感じていることやご意見がございましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 

 


